
◇ニュース◇

教 室 関 係

§異 動

式先生は昨年 10月1日文教育学部長の要職に就かれた.任期は昭和 55年9月30日までである.

それに伴い学科主任には浅海先生が当られることになった｡

院 2の栗原武美子さんは国際交流制度による本学初の留学生として, ミシガン州立大学に留学のた

め8月31日に出発 した.留学期間は 1年.

§およろこび

昭和 53年 11月3日の生存者叙勲で,名誉教授松井勇先生は勲三等旭日中綬章を受章された｡1月

20日の談話会終了後,桜蔭会館で祝賀パーティを行い,教官 ･卒業生60余人が出席 し盛会であった｡

44年修士卒業の二瓶直子 さんは," ミヤイリガイの繁殖条件に関する研究 "により,東京大学か

ら医学博士の学位を受けられた｡

§謹 弔

元本学講師,東大名誉教授多田文男先生は昭和53年3月15日,心筋梗塞のため急逝された｡また

名誉教授飯本信之先生夫人敏子様は,本年 1月9日脳卒中のため逝去された｡教室ではそれぞれ生花

-寵をお供えして弔意を表 した.

学 会 関 係

氏 名 発 表 テ マ 掲載学会誌名(巻.号.etc),発義,学会名,時期など

浅 井 辰 郎 0本校修学旅行の分析結果および他校との比較 附属高等学校研究会紀要23号PP.1-42人文科学紀要31PP.1-15｡アイスランド全国地誌(6ト外力地形-

o地域の細分度に応ずる地域相関量の変化について 博士課程年報 ｢人間文化研究｣

-土地生産力と地形の例- l早 pp.37-45

○附属高校の長所と短所 はいはら54号 PP.33-35

○共通-次テス トと新指導要領に憶 う-日本の英才 作巣復巻22号 PP.2-3
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浅 海 重 夫

式 正 英

井 内 昇

内 藤 博 夫

斎 藤 功

○火山灰土壌の生成段階とテフラの編年一火山灰編

年学の課題(1977年秋季学術大会シンポジウム

に対するコメント)

○野外研究と土壌図作成のための土壌調査法,土壌

生成因子 としての地形

○地学用語の解説 (改訂版 )

o北極の氷河 とその消長

○岡谷一塩尻問の地形

○アメリカ南西部ソノラ砂漠の相生と地形

○自然博物誌 ｢山｣

○書評 ｢氷河の科学 (若浜五郎著 )｣

○アメリカの都市発展と計画化

o米国都市の人口推移と新 しい発展要因

○武蔵野の開発史

○土地利用計画基本論

○工業労働力の地域間移動一中卒就職者

の場合-

｡経済地理学の方法論をめ ぐってEj一経

済地理学会第25回大会から一

〇工業化の労働力基盤

○工業常用労働者数の地域別推定とその

精度

○森林の農業用途転換の問題点と調整方

向

○栃木県ブナ帯における農業経営の地域

分化

○武蔵野の都市化と農村 (吉田晶子 と共

同)

○南伊豆における酪農の変遷
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地評 51巻 6号

土壌調査法編集委員会編 (悼

友社 )

現代用語の基礎知識 (自由国

民社版 )

地理23巻 8号 1978年 8月

岡谷,塩尻間環境調査報告書

1978年 3月

地学雑誌87巻1号 1978年1月

NHKラジオ第1放送｢朝のロー

タリー｣通算49回,1977年
4月～ 1978年 3月

サイエンス8巻9号,1978年9号

日本地理学会 6月例会

地学雑誌vol,87,Nn4(826)

1978年 8月

地理 第23巻11号

(1978年 11月号 )

都市計画 104号(1978年12月)

お茶大人文科学紀要 31巻

地理 23巻 9号

日本地理学会春季大会

日本地理学会秋季大会

『里山地域開発保全計画調査

報告書 』林野庁PR80-130

日本地理学会春季大会

『日本の生活風土 』朝倉書店

『沿岸集落の生態』二宮書店



瀬 戸 玲 子

吉 田 晶 子

馬 橋 朋 子

栗 原 尚 子

栗 原 武美子

o昭和52年度国土数値情報整備に関す る手法検 討

メッシュデータシステムに関する調査報告書

Ⅲ.国土数値情報の制度

1,4.1 土地利用図

2.2.3 傾斜データの制度検討例

2.2.4 土地利用データの制度検討例

(編集および分坦執筆 )

o国士数値情報成果の利用に関する調査作業報告書

(編集および分坦執輩 )

o地図との対話 (分坦執葦 )

第 2章 地図を読む

○環境認識と行動-その2-(共)

○秩父東麓風布のみかん園とその′｣､気候的性格

○地中海島興社会の最近の変貌(1)

一観興業による影響を中心にして一

〇書評 :B･E.Coates,R･J.Johnston,P･L.
Knox著,Geographyand∫nequality
(地理学と不平等 )

昭和 53年 3月

財団法人 日本地図センター

昭和 53年 3月

財団法人 日本地図センター

講談社 現代新書 中野尊正

昭和 53年 8月20日

日本地理学会秋季大会

日本地理学会秋季大会

日本地理学会 11月例会

経済地理学年報vo124N12
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